
第２学年 特別活動学習指導案
日 時 18年 10月 27日（金） ３校時
生 徒 雫石町立雫石中学校 ２年６組 
（男子１７名、女子１８名、計３５名）

場 所 ２年６組教室

指導者 教諭 佐々木俊江

１ 題材名

広告の影響について考えよう

２ 題材について

テレビや雑誌、新聞等の広告や情報は喫煙・飲酒・薬物乱用への興味を促すことが知られている。喫

煙に関しては成人の喫煙率がほんのわずかではあるが減少傾向にあるのに対して、未成年者と若年層成

人女性の喫煙率が年々上がる傾向にある。成人の喫煙率の低下は体力低下や健康への不安が影響してい

ると思われる。

一方、未成年者や若い女性の喫煙の増加は、喫煙することがかっこいい、大人の仲間入りができる、

喫煙はファッションといったとらえ方に起因している。これらはテレビや雑誌などの広告や情報による

ところが大きいと考える。

また、飲酒についても社会的寛容度が高く、広告も多岐にわたっている。

これらの広告による影響を知り、広告のテクニックに惑わされず適切な対処の仕方を考えさせるため

にこの題材を設定した。

３ 生徒の実態

生徒たちは小学校の頃から薬物乱用について学習を深めてきており、特にたばこによる害や危険性

については昨年も今年も詳しく学習し理解している。しかし、それにもかかわらず事前に行ったアン

ケートの結果では「これまでにたばこを吸いたいと思ったことがある」と答えた生徒が 4 人もいた。
さらにその理由として「テレビのコマーシャルや広告を見たから」をあげている生徒が 3人と最も多
いことがわかった。

また、飲酒についても「飲みたいと思ったことがある」が 13 人、その理由に宣伝や広告をあげて
いる生徒が 5人で、宣伝や広告の影響がいかに大きいかということがわかった。
学級の様子としては発言者が一部に偏っているため、全員が考え自分の意見を発表しあえるよう班

での学習を取り入れながら進めていきたい。

４ 指導計画

（１）事前アンケート

（２）広告の影響を考え、批判的に分析し反証する。（本時）

５ 本時について

（１） 本時の目標

・広告のテクニックやイメージ、広告が及ぼす影響について考えることができる。

・広告が使っているテクニックやイメージを批判的に分析し、反証することができる。

（２）授業の構想

喫煙も飲酒も体にとって害となるものばかりであることは知っているが、現状として未成年者の喫煙

や飲酒が減っていないのはなぜなのかを、広告や情報のテクニックから考えさせたい。導入においてそ

の事実を提示し、広告や情報にも原因があることに気づかせたい。

また、広告に使われている、人を引きつけるための調子のよい言葉や印象をよくするための写真など

をとりあげ、広告がねらいとするイメージを正確に把握し、たばこの本質と比べることによって広告の

テクニックには、どんな影響があるかを考えさせ、広告や宣伝に惑わされてはいけないことに気づかせ

たい。



最後に日本と外国の注意表示や宣伝の仕方などの違いを示し、私たち日本人が今後どうしていくべき

かを考えさせたい。

（２） 本時の展開

過

程

学習指導の内容 生徒の活動 指導・援助の留意点

導

入

１ 広告とその影響について

知る 
・未成年者の喫煙人口が増えている

のはなぜかを考える

・広告の影響があることに気づく

広告のテクニックやイメ

ージが及ぼす影響を理解

し、批判的に分析してみ

よう

・アンケートの結果から広告

にひかれて実際に買いたい

と思っている人がいること

を示す 

２ 広告のテクニックにはど

んなものがあるか

・広告を見てどのようなイメージを

感じるか学習プリントに考えを書

く

・人目を引いたり製品を売り込んだ

りするためにどのようなテクニッ

クを使っているか考える

・班ごとに自分の考えを出さ

せまとめさせる

・印象のよいことばは真実か

考えさせる

・実際の広告のテクニックを

例に挙げて考えさせる

・ きれいな景色

・ 調子のよい言葉

・ 健康を気遣う言葉

・ おまけ、プレゼント

展

開

３ 広告メッセージを批判的

に分析し反証する

・広告のメッセージについて具体的

に反証する文を書き発表する

・広告のキャッチフレーズを

示し、１つ 1つについて今ま
で学習してきた知識をもと

に批判させ反証させる

ま

と

め

４ たばこフリーに向けた広

告文を考える

・日本と外国の宣伝に関する違いを

理解し、逆にたばこフリーに向けた

広告文を考える

・現在の広告文に対してたば

こフリーを目指すキャッチ

フレーズを考える

６， 評価

（１）広告のテクニックやイメージ、広告が及ぼす影響について考えることができたか。

（２）広告が使っているテクニックやイメージを批判的に分析し、反証することができたか。


